
日
本
公
庫
中
小
企
業
事
業
の
取
引
先
の
海

外
現
地
法
人
数
は
、全
世
界
に
約
5
、6
0
0

社
（
’13
年
3
月
末
時
点
）。
そ
れ
ら
の
う
ち

51.6
%
が
中
国
、
26.5
%
が
A
S
E
A
N
諸
国

へ
進
出
し
て
い
る
。
A
S
E
A
N
諸
国
の
中

で
は
、
タ
イ
へ
の
進
出
が
560
社
と
、
全
世
界

へ
の
進
出
企
業
の
ほ
ぼ
1
割
を
占
め
、
２
位

の
ベ
ト
ナ
ム
（
259
社
、
4.6
%
）
を
大
き
く
引

き
離
し
て
い
る
（
図
表
１
参
照
）。

タ
イ
の
投
資
先
と
し
て
の
優
位
性
は
、
洪

水
に
よ
る
甚
大
な
被
害
が
あ
っ
て
も
１
～

２
年
で
回
復
を
遂
げ
る
経
済
の
強
靭
さ
、

充
実
し
た
イ
ン
フ
ラ
、
大
手
企
業
の
進
出

と
確
固
と
し
た
産
業
集
積
等
々
、
メ
デ
ィ

ア
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
場
面
で
指
摘
し
尽
く

さ
れ
た
感
が
あ
る
。

や
や
角
度
を
変
え
て
、「
生
活
者
」
の
視
点

か
ら
こ
の
国
の
首
都
バ
ン
コ
ク
を
見
つ
め
た

は
、
派
遣
後
の
生
活
に
強
い
不
安
を
抱
く
の

が
普
通
で
あ
ろ
う
。

本
稿
で
は
、「
生
活
者
」
の
視
点
か
ら
タ
イ

の
首
都
バ
ン
コ
ク
の
メ
リ
ッ
ト
を
紹
介
し
、

な
ぜ
タ
イ
が
進
出
先
と
し
て
人
気
が
あ
る
の

か
を
お
伝
え
し
よ
う
。

バ
ン
コ
ク
に
お
け
る
生
活
は
、
日
本
と
ほ

と
ん
ど
遜
色
な
い
と
断
言
で
き
る
。例
え
ば
、

治
安
の
良
さ
と
公
共
交
通
機
関
の
発
達
度
合

い
は
、
日
本
の
地
方
中
堅
都
市
並
み
と
言
え

よ
う
。
安
価
で
比
較
的
質
の
高
い
和
食
店
も

多
い
。
ま
た
、
日
系
の
有
名
百
貨
店
や
ス
ー

海外レポート

タイ編

生
活
者
目
線
で
も
ジ
ャパニ
ー
ズ・

フ
レ
ン
ド
リ
ー
な
タ
イ

　
日
本
公
庫
中
小
企
業
事
業
の
取
引
先
現
地
法
人
数
の
１
割
が
進
出
し
て
い
る
タ
イ
。
東
南
ア
ジ

ア
諸
国
の
中
で
は
、
他
の
追
随
を
許
さ
な
い
根
強
い
人
気
を
誇
る
。
こ
の
背
景
に
は
日
本
人
駐
在

員
の
暮
ら
し
を
考
え
た
場
合
の
メ
リ
ッ
ト
も
少
な
く
な
さ
そ
う
だ
。

　
本
稿
で
は
、
進
出
先
と
し
て
の
魅
力
が
高
ま
っ
て
い
る
他
の
国
々
と
の
比
較
も
含
め
、
日
本
公

庫
中
小
企
業
事
業
の
バ
ン
コ
ク
駐
在
員
が
現
状
を
レ
ポ
ー
ト
す
る
。

場
合
で
も
、
経
済
的
側
面
以
上
の
優
位
点
が

認
め
ら
れ
る
。

海
外
進
出
を
検
討
す
る
際
に
は
、
経
済
的

な
側
面
だ
け
で
は
な
く
、
派
遣
し
た
職
員
が

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
か
と
い
う
観
点
も
重
要

に
な
る
。

そ
も
そ
も
海
外
展
開
を
目
指
す
中
小
企
業

に
と
っ
て
、
ど
の
国
に
職
員
を
派
遣
す
る
か

は
悩
ま
し
い
問
題
で
あ
る
。
生
活
環
境
が
激

変
す
る
外
国
で
、
派
遣
さ
れ
た
職
員
は
肉
体

的
・
精
神
的
ス
ト
レ
ス
に
耐
え
て
い
け
る
の

か
…
。
海
外
に
支
店
等
が
あ
っ
て
、
外
国
勤

務
は
あ
る
程
度
織
り
込
み
済
み
の
大
企
業
従

業
員
と
は
異
な
り
、
白
羽
の
矢
が
立
っ
た
者

パ
ー
が
バ
ン
コ
ク
市
内
に
複
数
の
店
舗
を
展

開
し
て
い
る
た
め
、
日
本
食
材
等
も
容
易
に

手
に
入
る
。
子
女
を
連
れ
て
の
赴
任
の
場
合

に
は
、
世
界
的
に
も
屈
指
の
規
模
を
誇
る
日

本
人
学
校
が
あ
る
。
バ
ン
コ
ク
周
辺
の
工
業

団
地
の
場
合
、
こ
の
快
適
な
首
都
に
住
み
、

職
場
の
あ
る
工
業
団
地
ま
で
車
で
通
勤
し
、

満
足
度
の
高
い
海
外
駐
在
生
活
が
享
受
で
き

る
の
だ
。

こ
の
タ
イ
に
次
い
で
、
日
系
中
小
企
業
の

有
力
進
出
先
と
し
て
人
気
が
あ
る
の
が
ベ
ト

ナ
ム
だ
。
’07
年
以
降
の
６
年
間
で
3
・
5
倍

に
増
加
し
た
勢
い
は
衰
え
を
見
せ
な
い
（
図

表
２
参
照
）。
こ
の
間
、
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク

が
あ
り
、
他
の
A
S
E
A
N
主
要
国
に
つ
い

て
は
進
出
企
業
数
が
前
年
比
減
少
し
た
’09
年

で
す
ら
、
増
加
基
調
を
維
持
し
て
い
る
。
し

か
し
、
実
際
に
進
出
を
果
た
し
た
取
引
先
企

業
や
、
現
地
で
の
生
活
が
長
い
日
本
人
の
話

を
聞
く
と
、
当
公
庫
取
引
先
の
３
分
の
２
が

進
出
し
て
い
る
南
部
（
ホ
ー
チ
ミ
ン
を
中
心

と
す
る
）
の
場
合
は
、
日
本
企
業
や
そ
こ
で

働
く
日
本
人
ス
タ
ッ
フ
に
と
っ
て
、
仕
事
と

生
活
の
環
境
は
北
部
よ
り
は
多
少
勝
っ
て
い

る
も
の
の
、
バ
ン
コ
ク
と
比
べ
る
と
見
劣
り

す
る
よ
う
だ
。

　
ベ
ト
ナ
ム
ほ
ど
で
は
な
い
も
の
の
、
取
引

先
の
進
出
企
業
数
が
直
近
で
前
年
比
2
割

増
加
と
な
っ
た
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
は
ど
う
だ

ろ
う
か
。

そ
も
そ
も
こ
の
国
は
、
国
際
協
力
銀
行
が

毎
年
実
施
し
て
い
る
「
わ
が
国
製
造
業
企
業

の
海
外
事
業
展
開
に
関
す
る
調
査
」
に
お
い

て
、
中
期
的
視
点
か
ら
の
有
望
事
業
展
開
先

国
ラ
ン
キ
ン
グ
で
年
々
順
位
を
上
げ
て
い
る

（
’06
年
９
位
→
’11
年
５
位
。１
～
４
位
は
中
国
、

イ
ン
ド
、
タ
イ
、
ベ
ト
ナ
ム
の
順
）。

ま
た
、
ジ
ェ
ト
ロ
・
ジ
ャ
カ
ル
タ
に
よ
れ
ば
、

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
を
訪
れ
、
投
資
相
談
等
を
希

望
す
る
日
系
企
業
の
数
は
ウ
ナ
ギ
登
り
だ
と

い
う
。
国
土
面
積
（
日
本
の
５
倍
）、人
口
（
同

２
倍
）、
天
然
資
源
の
埋
蔵
量
と
い
っ
た
、
数

値
的
に
表
現
さ
れ
る
投
資
先
と
し
て
の
魅
力

の
高
さ
と
、
親
日
的
な
社
会
の
雰
囲
気
が
日

本
企
業
の
投
資
意
欲
を
刺
激
す
る
。
し
か
し
、

こ
の
国
も
ま
た
、
タ
イ
に
匹
敵
す
る
投
資
を

呼
び
込
む
に
は
時
間
を
要
す
る
と
い
え
そ

う
だ
。

例
え
ば
、
地
下
と
地
上
を
網
羅
す
る
大
量

輸
送
機
関
は
バ
ン
コ
ク
で
は
す
っ
か
り
市
民

の
足
と
し
て
定
着
し
て
い
る
が
、
人
口

１
千
万
に
も
迫
ろ
う
と
い
う
都
市
で
、
地
下

鉄
の
一
本
も
走
っ
て
い
な
い
の
が
ジ
ャ
カ
ル

タ
の
現
状
だ
。
必
然
的
に
、
こ
の
巨
大
都
市

で
の
生
活
は
、
慢
性
渋
滞
と
の
戦
い
と
な
る
。

す
べ
て
の
道
路
を
埋
め
尽
く
し
て
も
な
お
余

り
あ
る
と
も
い
わ
れ
る
自
動
車
が
、
生
活
お

よ
び
経
済
活
動
で
本
来
の
機
能
を
発
揮
す
る

た
め
に
は
、
交
通
イ
ン
フ
ラ
の
整
備
等
が
急

務
で
あ
ろ
う
。

　「
タ
イ
・
プ
ラ
ス
・
ワ
ン
」
は
あ
る
の
か

こ
の
よ
う
に
見
て
く
る
と
、
両
国
と
も
、

少
な
く
と
も
現
時
点
で
は
タ
イ
を
脅
か
す
存

在
に
は
な
り
得
て
い
な
い
。
東
南
ア
ジ
ア
に

お
け
る
投
資
先
と
し
て
最
も
人
気
の
高
い
国

は
、
遠
い
将
来
は
と
も
か
く
、
短
期
的
に
は

タ
イ
で
あ
り
続
け
る
こ
と
は
疑
い
が
な
い
。

た
だ
し
、
そ
れ
は
、
多
く
の
日
系
企
業
の
海

外
展
開
が
タ
イ
一
国
で
完
結
し
続
け
る
と
い

う
こ
と
を
意
味
し
な
い
。
少
し
ず
つ
と
は
い

え
、「
タ
イ
・
プ
ラ
ス
・
ワ
ン
」、
す
な
わ
ち
、

タ
イ
を
足
が
か
り
と
し
て
、
あ
る
い
は
数
ヵ

国
を
含
む
グ
ロ
ー
バ
ル
な
生
産
・
販
売
体
制

の
拠
点
に
タ
イ
を
位
置
付
け
て
、
こ
れ
か
ら

の
時
代
を
戦
い
抜
い
て
い
こ
う
と
す
る
企
業

も
現
れ
て
い
る
。
次
項
で
紹
介
す
る
公
庫
の

取
引
先
企
業
は
そ
の
一
例
で
あ
る
。

日
本
公
庫
バ
ン
コ
ク
駐
在
員
事
務
所
は
、

A
S
E
A
N
10
ヵ
国
す
べ
て
を
営
業
エ
リ
ア

と
し
、
海
外
展
開
を
志
向
す
る
多
く
の
企
業

の
ニ
ー
ズ
に
お
応
え
す
る
べ
く
、
左
記
の
よ

う
な
活
動
を
行
っ
て
い
る
。
海
外
戦
略
推
進

上
の
パ
ー
ト
ナ
ー
と
し
て
、
是
非
と
も
お
気

軽
に
ご
利
用
い
た
だ
き
た
い
。
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大
洪
水
後
も

A
S
E
A
N
一
番
人
気
の
タ
イ

日
本
の
生
活
と

ほ
と
ん
ど
変
わ
ら
な
い
タ
イ

「
大
国
」
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
場
合

「
タ
イ
・
プ
ラ
ス
・
ワ
ン
」
は

あ
る
の
か

ベ
ト
ナ
ム
へ
の
進
出
企
業
数
は

増
加
し
て
い
る
が
…

図表2：急増するベトナムへの進出（2006年3月を100とした場合の指数） 

図表１：日本公庫中小企業事業取引先現地法人数（ASEAN６ヵ国）
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豊
富
な
海
外
進
出
経
験
活
か
し
、
タ
イ
を
ア
セ
ア
ン
の
拠
点
に

大
田
プ
レ
シ
ジ
ョ
ン
（
大
田
精
工
株
式
会
社
マ
レ
ー
シ
ア
法
人
）

東
京
都
大
田
区
に
本
社
を
置
く
大
田
精
工

株
式
会
社
を
中
核
と
す
る
大
田
精
工
グ
ル
ー

プ
は
、
カ
メ
ラ
・
小
型
モ
ー
タ
ー
向
け
の
精

密
小
型
歯
車
、
半
導
体
製
造
設
備
の
部
品
製

造
を
手
掛
け
る
機
械
加
工
業
者
で
あ
る
。

多
品
種
小
ロ
ッ
ト
に
対
応
し
て
、
ニ
コ
ン

グ
ル
ー
プ
や
キ
ヤ
ノ
ン
グ
ル
ー
プ
を
は
じ
め

と
す
る
多
く
の
有
力
企
業
を
得
意
先
と
し
て

お
り
、い
ま
や
世
界
に
５
拠
点（
日
本
、マ
レ
ー

シ
ア
、
タ
イ
、
中
国
、
香
港
）、
グ
ル
ー
プ
全

体
で
約
300
名
の
従
業
員
を
有
す
る
グ
ロ
ー
バ

ル
企
業
に
成
長
し
た
。

１　

慎
重
に
進
め
て
い
っ
た
海
外
展
開

得
意
先
工
場
の
海
外
移
転
に
伴
い
、
当
社

が
初
め
て
マ
レ
ー
シ
ア
に
海
外
進
出
を
果
た

し
た
の
は
、
’94
年
夏
の
こ
と
だ
っ
た
。

初
め
て
の
海
外
進
出
先
は
、す
ぐ
に
決
ま
っ

た
わ
け
で
は
な
い
。

ま
ず
、
当
社
は
’91
～
’92
年
に
東
南
ア
ジ

ア
、
’93
年
に
は
中
国
の
投
資
環
境
に
つ
い
て
、

時
間
を
か
け
て
慎
重
に
調
査
し
た
。

次
に
、
す
で
に
同
地
に
進
出
し
て
い
る
顧

客
企
業
か
ら
の
情
報
収
集
を
重
ね
、
納
得
が

い
く
ま
で
分
析
し
て
い
っ
た
。

最
終
的
に
は
、
公
庫
（
旧
中
小
公
庫
）
ク

ア
ラ
ル
ン
プ
ー
ル
駐
在
員
事
務
所
か
ら
の
現

地
情
報
も
参
考
に
、
税
制
上
の
優
遇
措
置
な

ど
、
当
時
か
ら
日
系
企
業
の
投
資
環
境
が
比

較
的
整
っ
て
い
た
マ
レ
ー
シ
ア
を
選
択
し
た
。

念
入
り
な
事
前
調
査
が
奏
功
し
、
進
出
後
、

数
年
は
順
調
に
業
容
を
拡
大
し
て
い
っ
た
。

と
こ
ろ
が
、
５
年
後
の
‘00
年
、
ア
メ
リ
カ

発
の
Ｉ
Ｔ
不
況
の
あ
お
り
で
業
績
が
悪
化
。

さ
ら
に
同
時
期
、
熾
烈
な
価
格
競
争
に
も
巻

き
込
ま
れ
た
。

苦
境
に
立
た
さ
れ
た
当
社
は
、
こ
れ
ま
で

販
売
拠
点
ご
と
に
立
て
て
い
た
生
産
計
画
を

抜
本
的
に
見
直
し
、
各
生
産
拠
点
の
強
み
を

活
か
し
、
大
田
精
工
グ
ル
ー
プ
全
体
で
生
産

を
調
整
す
る
方
針
に
切
り
替
え
た
。

す
な
わ
ち
、「
高
精
度
が
要
求
さ
れ
る
試
作

部
品
や
多
品
種
少
量
高
付
加
価
値
の
製
品
は

日
本
本
社
で
、
低
コ
ス
ト
を
要
求
さ
れ
る
量

産
品
は
マ
レ
ー
シ
ア
現
地
法
人
で
生
産
す
る
」

と
い
う
棲
み
分
け
戦
略
で
、
グ
ル
ー
プ
全
体

の
利
益
を
最
大
化
す
る
体
制
を
整
え
て
い
っ

た
の
で
あ
る
。

次
な
る
海
外
展
開
を
模
索
し
て
い
た
須
永

社
長
が
、
国
境
を
越
え
た
市
場
の
将
来
性
に

着
目
し
、
大
き
な
期
待
を
寄
せ
た
国
が
あ
る
。

タ
イ
だ
。

な
ぜ
な
ら
、
タ
イ
は
、
ベ
ト
ナ
ム
、
カ
ン

ボ
ジ
ア
、
ラ
オ
ス
お
よ
び
ミ
ャ
ン
マ
ー
等
の

ア
セ
ア
ン
諸
国
へ
の
部
品
供
給
基
地
と
し
て

拠
点
と
な
り
得
る
か
ら
だ
。

マ
レ
ー
シ
ア
へ
海
外
進
出
を
果
た
し
、
ノ

ウ
ハ
ウ
を
積
み
上
げ
て
き
た
当
社
に
は
、
過

去
の
経
験
か
ら
得
た
成
功
の
セ
オ
リ
ー
が

あ
っ
た
。

そ
れ
は
、
必
要
な
「
ヒ
ト
・
モ
ノ
・
カ
ネ
」

を
グ
ル
ー
プ
内
で
融
通
す
る
な
ど
し
て
、
無

理
せ
ず
、
小
さ
く
ス
タ
ー
ト
さ
せ
る
こ
と
だ
。

'12
年
、
得
意
先
か
ら
の
後
押
し
も
あ
り
、

タ
イ
に
進
出
し
た
際
も
、
須
永
社
長
は
こ
の

考
え
を
徹
底
し
て
実
行
に
移
し
た
。

工
場
は
、
レ
ン
タ
ル
に
よ
っ
て
初
期
投
資

を
抑
制
。工
場
内
設
備
も
、
マ
レ
ー
シ
ア
工
場

の
機
械
や
、
中
古
機
械
の
購
入
で
対
応
し
た
。

資
金
面
は
、
公
庫
の
海
外
展
開
資
金
も
検

討
し
つ
つ
、
日
本
本
社
お
よ
び
マ
レ
ー
シ
ア

現
地
法
人
か
ら
借
り
入
れ
て
、
機
械
は
一
部

リ
ー
ス
も
利
用
し
た
。

人
の
面
で
は
、
タ
イ
の
工
場
長
に
は
、
日

本
人
の
マ
レ
ー
シ
ア
工
場
長
を
派
遣
し
、
代

わ
り
に
マ
レ
ー
シ
ア
工
場
長
に
は
日
本
本
社

工
場
の
管
理
者
を
抜
擢
す
る
な
ど
、
グ
ル
ー

プ
全
体
の
資
源
を
フ
ル
活
用
す
る
こ
と
で
カ

バ
ー
し
た
。
ま
た
、
現
場
の
技
術
者
の
問
題

に
つ
い
て
は
、
日
頃
か
ら
情
報
交
換
し
て
い

る
バ
ン
コ
ク
事
務
所
駐
在
員
か
ら
、
海
外
貿

易
開
発
協
会
（
Ｊ
Ｏ
Ｄ
Ｃ
）
の
技
術
者
派
遣

制
度
（
派
遣
経
費
の
４
分
の
３
か
ら
２
分
の

１
を
補
助
）
の
紹
介
を
受
け
た
。

「
公
庫
は
、
資
金
だ
け
で
は
な
く
、
有
益
な

情
報
も
提
供
し
て
い
た
だ
け
る
の
で
、
大
変

助
か
り
ま
す
」
と
須
永
社
長
。

今
は
ま
だ
、
設
備
の
キ
ャ
パ
シ
テ
ィ
の
関

係
で
受
注
で
き
る
量
は
限
ら
れ
て
い
る
が
、

仕
事
は
順
調
に
増
加
し
て
き
て
い
る
。

一
方
で
、
今
回
の
進
出
か
ら
、
さ
ら
に
も

う
一
つ
重
き
を
置
い
た
こ
と
が
あ
る
。
現
地

で
会
社
設
立
手
続
き
を
す
る
際
に
、
政
府
や

銀
行
等
と
必
要
な
交
渉
が
で
き
る
現
地
の
優

秀
な
人
材
を
見
つ
け
る
こ
と
だ
。

そ
こ
で
、
須
永
社
長
の
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
の
中
か
ら
探
し
当
て
た
キ
ー
マ
ン
が
、
エ

ン
ブ
ン
氏
だ
。
同
氏
は
、
日
本
の
大
学
お
よ

び
大
学
院
を
卒
業
し
た
マ
レ
ー
シ
ア
生
ま
れ

の
タ
イ
人
で
、
マ
レ
ー
語
、
タ
イ
語
、
日
本

語
ま
で
自
由
自
在
に
操
る
逸
材
で
あ
る
。

タ
イ
人
ス
タ
ッ
フ
に
対
し
、
マ
レ
ー
シ
ア

で
技
術
研
修
を
行
う
際
の
言
葉
の
壁
に
も
、

同
氏
が
通
訳
と
し
て
一
役
買
っ
た
。

「
„
お
ん
ぶ
に
だ
っ
こ
＂な
ら
ぬ
、„
エ
ン
ブ

ン
に
だ
っ
こ
＂
と
も
言
う
べ
き
彼
の
八は

ち
め
ん面

六ろ

っ

ぴ臂
の
活
躍
で
、
外
部
の
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト

会
社
を
使
う
こ
と
な
く
、
比
較
的
安
価
な
費

用
で
、
か
つ
大
き
な
問
題
も
な
く
予
想
以
上

に
ス
ム
ー
ズ
に
進
み
ま
し
た
。
こ
う
し
て
無

事
タ
イ
に
進
出
で
き
た
の
も
、
ひ
と
え
に
彼

の
お
蔭
と
言
っ
て
も
過
言
で
は
あ
り
ま
せ
ん
」

（
須
永
社
長
）。

同
氏
は
、
語
学
が
堪
能
な
だ
け
で
は
な
く
、

そ
の
「
気
配
り
・
目
配
り
・
気
働
き
」
は
、

あ
る
意
味
日
本
人
以
上
だ
と
社
長
は
太
鼓
判

を
押
す
。
い
ま
や
タ
イ
法
人
の
経
営
を
任
さ

れ
、
名
実
と
も
に
当
社
の
大
黒
柱
だ
。

３　

成
否
の
カ
ギ
を
握
る
の
は
„
人
材
＂

大
田
精
工
グ
ル
ー
プ
で
は
、
生
産
の
み
な

ら
ず
販
売
に
お
い
て
も
、
他
拠
点
と
連
携
し

た
「
グ
ル
ー
プ
一
体
型
営
業
」
を
推
進
し
て

い
る
。
こ
れ
に
よ
り
、
大
企
業
で
は
で
き
な

い
小
回
り
が
利
く
営
業
活
動
を
ス
ピ
ー

デ
ィ
ー
に
実
行
し
て
い
こ
う
と
い
う
戦
略
だ
。

「
こ
の
戦
略
を
推
進
す
る
た
め
に
は
、
各
国

の
現
地
法
人
幹
部
社
員
が
、
い
ち
い
ち
日
本

本
社
の
指
示
を
仰
ぐ
こ
と
な
く
、
主
体
的
に

判
断
し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
彼
ら
に

は
、常
日
頃
か
ら
『
自
ら
考
え
、
行
動
し
、
問

題
解
決
す
る
力
』
を
身
に
つ
け
る
よ
う
指
導

し
て
い
ま
す
」
須
永
社
長
は
、
当
社
幹
部
人

材
の
育
成
方
針
に
つ
い
て
こ
う
語
っ
て
い
る
。

ま
た
、
大
田
精
工
グ
ル
ー
プ
全
体
を
支
え

て
い
る
強
み
は
、„
技
術
力
＂
で
あ
り
、
ど
の

現
場
工
員
の
技
術
力
も
、
日
本
と
同
様
に
高

い
水
準
を
目
指
し
て
い
る
。
そ
の
た
め
に
、

日
本
本
社
の
技
術
者
に
よ
る
技
術
・
管
理
指

導
も
欠
か
さ
ず
行
っ
て
い
る
。

「
現
地
法
人
に
対
し
て
ど
の
よ
う
に
技
術
・

管
理
指
導
し
て
い
く
か
」、
こ
の
問
題
は
多
く

の
中
小
企
業
に
と
っ
て
悩
み
の
種
だ
と
思
わ

れ
る
が
、
こ
こ
で
当
社
の
特
色
的
な
取
組
み

に
つ
い
て
お
伝
え
し
た
い
。

‘00
年
ま
で
は
、
日
本
本
社
か
ら
技
術
指
導

者
を
長
期
派
遣
す
る
制
度
が
あ
っ
た
。
し
か

し
、
高
い
技
術
を
持
つ
技
術
者
が
長
期
間
抜

け
る
こ
と
は
国
内
工
場
に
と
っ
て
大
き
な
損

失
と
な
っ
た
ほ
か
、
長
期
に
わ
た
り
家
族
と

離
れ
異
国
の
地
で
暮
ら
す
こ
と
は
、
派
遣
者

に
と
っ
て
精
神
的
な
負
担
も
大
き
い
こ
と
か

ら
、
数
ヵ
月
単
位
の
短
期
派
遣
に
変
更
し
た
。

と
こ
ろ
が
、
今
度
は
研
修
そ
の
も
の
が
う

ま
く
い
か
な
く
な
っ
た
。「
な
る
ほ
ど
教
え
ら

れ
た
瞬
間
は
、
ど
の
国
の
ス
タ
ッ
フ
も
情
熱

と
向
上
心
に
目
を
輝
か
せ
て
い
る
が
、
技
術

指
導
者
が
帰
国
す
る
と
教
え
ら
れ
た
内
容
を

ほ
と
ん
ど
忘
れ
て
し
ま
う
（
社
長
談
）」
か
ら

だ
。
短
期
派
遣
だ
と
、研
修
が
細
切
れ
に
な
っ

て
し
ま
い
、
そ
の
効
果
が
著
し
く
低
下
し
て

慎
重
に
進
め
て
い
っ
た
海
外
展
開

過
去
の
経
験
、

十
分
に
活
か
し
タ
イ
へ
進
出

成
否
の
カ
ギ
を
握
る
の
は

現
地
法
人
の
社
員
教
育

現
地
で
の
交
渉
は
現
地
の
人
材
で

マレーシア工場外観  

「海外展開で最も重要なのは
人材教育」と語る須永社長

社　 			名	 Ohta	Precision	(M)	SDN.	BHD.
所 在 地 	 No	3,	Jalan	BA/14,	Kawasan	Perusahaan	Bukit	Angkat,
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事業内容	 精密切削加工
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日本公庫  中小企業事業の海外展開資金

経済の構造的変化に適応するために海外展開をする
ことが経営上必要であり、一定の要件を満たす方

当該事業を行うために必要な設備資金および長期運
転資金（海外企業に対する転貸資金を含む）

７億２千万円（うち運転資金２億５千万円）

基準利率
ただし、一定の要件を満たす場合は２億７千万円を
限度として、特別利率②

設備資金：15年以内（うち据置期間３年以内）
運転資金：		７年以内（うち据置期間２年以内）

（注１）信用リスク・融資期間等に応じて所定の利率が適用されます。
（注２）５年経過ごとに金利見直し制度を選択できます。

ご利用
いただける方

ご利用
いただける資金

融資限度額

融資利率（注１、２）

融資期間

し
ま
う
の
だ
。

そ
こ
で
当
社
で
は
、
効
果
的
な
研
修
を
行

う
た
め
に
、
一
回
一
回
の
短
期
派
遣
を
つ
な

げ
る
「
シ
リ
ー
ズ
化
」
を
始
め
た
。
技
術
指

導
者
が
帰
国
す
る
と
き
に
は
必
ず
「
宿
題
」

を
出
し
て
、
次
回
派
遣
の
と
き
に
そ
の
達
成

度
合
い
を
確
認
す
る
こ
と
に
し
た
の
だ
。
こ

れ
に
よ
り
、
現
地
法
人
の
社
員
の
モ
チ
ベ
ー

シ
ョ
ン
に
は
、
明
ら
か
な
変
化
が
み
ら
れ
る

よ
う
に
な
っ
た
。
ま
た
、
海
外
展
開
に
よ
り

国
民
性
の
違
い
や
文
化
の
壁
を
超
え
る
こ
と

の
難
し
さ
を
痛
感
し
て
い
る
須
永
社
長
は
、

技
術
と
同
時
に
日
本
の
企
業
文
化
も
合
わ
せ

て
教
え
る
こ
と
を
心
が
け
て
い
る
。

	

国
境
を
越
え
て
人
々
が
心
を
一
つ
に
集
う

大
田
精
工
グ
ル
ー
プ
が
、
更
な
る
国
際
展
開

に
よ
っ
て
、
益
々
発
展
を
続
け
て
い
く
こ
と

を
期
待
し
た
い
。
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